
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■学校評価アンケートには以下のようなねらいがあります。 

１ 子どもたち、保護者の皆様、地域の方々の願いや思いを聴き、よりよい学校づくりに役立てるため 

２ アンケート結果を反映させることで教育活動・授業等を改善するため 

３ 学校で大切にしている事柄をアンケート項目にすることで、学校での取組をより一層知っていただくため 

 

■塚戸小学校では「思い描く『未来』を実現しようと自ら行動しようとする子が育つ学校」を目指して、「感動」「共感」

「感謝」のある学びを大切にしています。今年度はその実現のために３つの重点活動を推進しています。 

感動・共感・感謝のある教育活動を実現する「インクルーシブ教育」の推進  

３ 感動・共感・感謝のある教育活動を実現する「キャリア教育」の推進 

 

 

世田谷区では、変化の激しい社会に対応し、子どもたちが未来を自らデザインし実

現できる人材を育成するために「キャリア・未来デザイン教育」を重点に教育施策を

展開しています。その一環として「せたがや探究的な学び」を推進し、教師主導型か

ら子ども主体の探究的な授業の転換を図っています。「せたがや探究的な学び」では、

子どもたちが自ら課題を見つけ、主体的に学び、解決する力を育むことを目指してい

ます。また、探究のプロセスと共感・協働を２本柱としています。 

(1) 探究のプロセス：子どもたちが好奇心や探究心を喚起し、「自ら課題を設定する」

「解決に向けて取り組む」「学びの成果を振り返る」「次の探究活動へとつなげる」

の４過程を重視します。 

(2) 共感・協働：：者 との関りを広げ、多様な体験を積むことで、共感力や協働力を育

みます。「非認知能力」の育成を重視し、学び支える能力として大切にします。 

塚戸小学校の「せたがや探

究的な学び」では、今度は授

業や行事等の教育活動に「関

わり合い」を大切にした交流

活動を意図的・計画的・積極的

に取り入れています。また、ど

の教育活動においても「振り

返り」を大切にし、次の学習や

教育活動につなげていくこと

を支援しています。（資料１）

キャリア教育というと、どうしても「進路指導」「将来の夢」と未来に向きがちです。しかし、キャリア教育の「キ

ャリア」の語源は「轍（わだち）～(career)と言われています。轍とは、馬車が通った後にできる車輪の後のことです。

つまり、歩んできた道をどうやって次の一歩につなげていくのかを重視しています。 

現行の学習指導要領で重視している教育の内容の一つが「キャリア教育」です。子どもたちが、将来、社会の中で自

分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現できる力を育むための取組です。 

世田谷区のインクルーシブ教育の基本理念は、「誰一人取り残さない教育」を実施し

ていくことです。全ての子どもを対象に、共に学び、共に考え、共に支え合い、共に

育つことが当たり前であることを理解し、自分と違う人たちが近くにいる環境の中で、

様々な個性や背景をもっていることを前提として、相互理解と尊重が当たり前となる

ような子ども同士のつながりを築き、共に学び、共に育ち、共に成長する学校を目指

しています。 

塚戸小学校では、子どもた

ちが安心して学ぶ機会と場を

大切にします。学校内外で専

門性のある様々なスタッフが

子どもたちの生活や学習を支

援します。（資料２）

塚戸小学校では、「自分の役割を果たす活動」を大切にしています。例えば学級の係活動もその一つです。高学年になると委員会活動

や行事等の担当など、学校全体を支える経験を積み重ねていきます。その人らしさ（よさ）を伸ばし、自分事で社会（学級や学年・学校・

地域）と関わり、社会の役に立つ喜びを知り、行動できる子を育んでいます。本校では、キャリア教育で育成する４つの力を次のように

捉えています。①関わる力・役立つ力 ②自己調整力 ③やりぬいて解決する力 ④見通して判断する力 ①～④の力の育成に努めてい

ます。また、学校では、キャリア教育の充実のために「キャリア・パスポート」の活用を推進しています。「キャリア・パスポート」とは、小学

校から高等学校を通じて、自らの学習状況やキャリア形成を見通したり、振り返ったりして、自己評価を行うとともに、主体的に学びに

向かう力を育み、自己実現につなぐものです。自らの変容や成長をポートフォリオ（成果物の保尊）としてファイリングしていきます。小

学校から中学校へ、中学校から高等学校へと継続して取り組み、学年や攻守の「つながり」を大切にしていきます。 （資料３）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

～「せたがや探究的な学び」の実現～  ～一人一人の子どもを大切に～  

～多様性の尊重～  

～よりより人間関係の形成～  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教   室 

学級集団の中で教育活動を進めるた
めに、個別の対応が必要な児童をサポ
ート（学習サポート・生活サポート・友達
への関わりサポートなど）します。 

みのり学級（特別支援学級） 

個別の指導計画を基に、教師や友達と

の関係の中で、児童一人一人のよさを伸

ばし育てる教育の充実を図ります。また、

通常の学級との交流及び共同学習を推進

し、相互の触れ合いを通して豊かな人間性

を育み相互理解を推進します。 

（☎ 03-3300-3021）  

  すまいるルーム（特別支援教室） 

学習上・生活上の困難を改善・克服するた

めに、学級担任と特別支援教室巡回指導教員

が連携・協力して、学習能力の向上と在籍学

級における集団適応能力の伸長を図ります。 

おひさまルーム  

 児童が困ったり悩んだりした 

ときに相談ができます。 

（☎ 03-3300-5371）  
 

個別学習ルーム  

 少人数の学習が必要な場合、保護 

者と相談の上、個別学習ルームの利

用について検討します。 

ほっとルーム（別室登校）  

教室での学習や生活に不安を感じ 

たときなどに、児童の気持ちを尊重

しながら教室以外の居場所「ほっと

ルーム」での学びを支援します。 

 

ｲﾝｸﾙｰｼﾌ教育 

支援員 

学校生活 

ｻﾎﾟｰﾀｰ 

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 

特別支援学級

支援員 
特別支援教室 

巡回指導教員 

特別支援教室

専門員 

特別支援教育

巡回心理士 

特別支援教育

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

特別支援教

育推進講師 

すべての子どもたちの活躍の舞台  

塚戸小学校！ 
 

自分のよさが認められる安心できる場所 塚戸小学校 

今もっている力を存分に発揮できる場所 塚戸小学校 

自尊感情と自己有用感が育つ 塚戸小学校 

意欲と主体的な行動力が育つ 塚戸小学校 

〝じぶん″っていいな  〝ともだち″っていいな 

～互いを認め合う塚戸の子～  

学校生活 

ｻﾎﾟｰﾀｰ 

■子どもたちの学びの場の多様性  ～子どもたちが安心して学ぶ機会と場を大切にします～  

■一人一人に応じた支援体制の充実 
   ～学校内外で専門性のある様々なスタッフが子どもたちの生活や学習を支援します～ 

 

感動・共感・感謝のある教育活動を実現する「インクルーシブ教育」の推進   ２  
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【６年生児童の目標】 

 ６年生として、下級生が１日楽しく過ご

せるように、下級生の気持ちを考えて、工

夫して遊べるようにしたり、１年生も初め

てで不安だと思うので、言葉の使い方や盛

り上げることを意識したりする。 

 

【６年生児童の事後の振り返り】 

 今までは５年生として、６年生のことを

見てきたけれど６年生になって、今までの

６年生のがんばりがよく分かりました。１

年生がやりたい遊びと、３年生がやりたい

遊びで意見が分かれてしまったので、でき

るだけみんなの意見が通せるように、どう

したらよいか考えるのが難しかったです。

でも、下級生の気持ちを考えて行動できた

ので、６年生としての役割が果たせたと思

いました。また、３年生もいろいろなアイ

デアを出してくれて、より盛り上がったし、

私たちが忙しいとき手伝ってくれて、１年

生や３年生がいてくれてこその６年生だっ

たなと思いました。つかどんタイムではあ

まり話さなくて盛り上がっていなかったけ

れど、今回のハーフどん遠足で遊んだこと

で、１年生に積極的に話せるようになった

し、仲も深められることができたので、よ

り４月から成長できたなと感じました。 

 

【子どもの成長への対話的なメッセージ】 

～気付きをもたらすコミュニケーション～ 

＊担任から・・・支えてくれるメンバーがい

るから、すてきな時間がつくれるのですね。 

 

 

 

【６年生児童の目標】 

 １・３年生との交流を深めること。仲を

深めること。下学年のお手本となるように

行動し、楽しい時間だったと思えるように

すること。 

 

【６年生児童の事後の振り返り】 

 ハーフどん遠足の遊びを決めるとき、１・

３年生に遊びを聞き、その遊びを行うため

にいろいろと準備して、みんなが楽しめる

ような計画をすることができた。私は遊び

の時間以外も楽しんでもらうために、１年

生と手をつないでいろいろな話をした。た

またま保育園が一緒だったので、その話題

についていろいろ話すことができた。学校

についた後、感想を教えてと１年生に言う

と「手をつないでいるとき（話していると

き）が楽しかった。」と言ってくれてとても

うれしい気持ちになった。遊びのときは、

1・3・6 年生みんなの意見を聞いて楽しい

時間を過ごすことができた。そして、自分

の目標の１・３年生と交流をして仲を深め

ることもできたと思う。このハーフどん遠

足を通して、ハーフどん遠足は公園に着い

てからではなく、移動しているときからみ

んなが楽しめるように考えて行動すること

や責任をもって行動することが大切だと学

んだ。 

 

【子どもの成長への対話的なメッセージ】 

～気付きをもたらすコミュニケーション～ 

＊担任から・・・多くの経験をし、かけがえ

のない達成感を味わうことができました

ね。努力して準備した結果です。よく頑張

りました。 

 

 

【５年生児童の「自分のめあて」】 

 たくさんの人のいいところを見つけ、人に

優しくでき感謝の気持ちを伝えられ、友達と

の人間関係をより深め、場に応じた行動がで

き、自分のいいところを見つけ、そのいいと

ころを生かして他人を幸せにできる自分。 

 

【５年生児童の「移動教室での学び」】 

 キャンプファイヤー実行委員の友達が朝

早く来たり、人前でしゃべるのが苦手でもし

ゃべっていたりしたので尊敬しました。ぼく

もしゃべるのが苦手なので「人前でしゃべれ

るようになるなんてすごいなあ」と思いまし

た。次の機会があったらぼくも代表的な存在

になり、人前でしゃべれるようになり、自分

を変えようと思いました。（略） 

 

【今後に生かしたい力】 

人の良いところ見つけられる力・・・人の言

動から〈良いところ〉を見つけ、その人に「こ

んな〈良いところ〉あったね！」などと伝え

てあげ、その人を喜ばせてあげ、人を幸せに

する。その上、人の〈喜びの笑顔〉を見られ、

自分も〈喜びの笑顔〉を浮かべられる「すば

らしい力」です。 

 

 

 

 

【５年生児童の「自分のめあて」】 

 川場移動教室では先生や補助員、他にも

いろいろな人たちにお手伝いしてもらうこ

ともあるので、感謝の気持ちが伝わる姿勢

でいく。 

 

【５年生児童の「移動教室での学び」】 

 私が成長したと思ったことは、飯ごう炊

さんのかたづけのとき、自分の班は少し早

く終わったので他の班の人たちのお手伝い

をしました。そのときに感謝の気持ちを伝

えてくれた子がいて、私は「やってよかっ

たなあ。もっと友達の役に立ちたい。」とい

う思いが生まれたことです。 

 

【今後に生かしたい力】 

人の役に立つ・・・困っていることを一人で

解決しようとしてもできる人はいるけど、

二人や三人、たくさんいるほどたくさんの

意見が集まる。だから一人にしておくので

はなく、勇気を出して声をかけて助ける。 

資料３は、令和４年７月号の学校だよりに掲載したもの抜粋です。令和７年度もキャリア・パスポートの活用を大切にしています。


